
一般選抜（学力試験２科目型入試 前期）（大学入学共通テスト併用型入試 １期）

解答例
問１
⑴ W＝mg＝４．０kg×９．８m/s２＝３９．２［N］

⑵ フックの法則から
W＝kx

k＝W
x＝
39.2
0.05＝７８４［N/m］

⑶ おもりの重力による位置エネルギーを EAとして
EA＝mgh
＝４．０kg×９．８m/s２×（－０．０５m）＝－１．９６［J］

⑷ おもりの弾性力による位置エネルギーを E 'Aとして

E 'A＝１２kx２＝１２×７８４×（－０．０５）
２

＝０．９８［J］

⑸ エネルギー保存の法則から，点Aにおけるおもりの速さを VAとすれば

０＝１２mVA
２＋EA+E 'A

１
２×４．０×VA

２＝１．９６－０．９８

VA
２＝０．４９

VA＞０より
VA＝�０．４９＝�４９×１０－２＝０．７［m／s］

⑹ １本あたりのばねにはたらく力は１２W＝１９．６Nなので，ばねの伸び l について

１９．６＝kl＝７８４l

l＝19.6784＝０．０２５［m］

問２
⑴ 金属容器を０℃から初期状態の２０℃まで加熱するのに必要な熱量を Q１として，

Q１＝５００×０．４０×（２０－０）＝４０００J,
４００gの液体を０℃から初期状態の２０℃まで加熱するのに必要な熱量を Q２として，
Q２＝４００×４．０×（２０－０）＝３２０００J,
追加した８００gの液体を０℃から８２．５℃まで加熱するのに必要な熱量を Q３として，
Q３＝８００×４．０×（８２．５－０）＝２６４０００J
以上から，求める熱量は
Q１＋Q２＋Q３＝４０００＋３２０００＋２６４０００＝３０００００［J］

⑵ 金属容器を０℃から tA℃まで加熱するのに必要な熱量を Q１'として，
Q１'＝５００×０．４０×（tA－０）＝２００tAJ，
４００gの液体を０℃から tA℃まで加熱するのに必要な熱量を Q２'として，
Q２'＝４００×４．０×（tA－０）＝１６００tAJ，
７００gの液体を tA℃まで加熱するのに必要な熱量を Q３'として，
Q３'＝８００×４．０×（tA－０）＝３２００tAJ
以上から，求める熱量は
Q１'＋Q２'＋Q３'＝（２００＋１６００＋３２００）tA＝５０００tA［J］

⑶ ⑴，⑵から，Q１＋Q２＋Q３＝Q１'＋Q２'＋Q３'より，

tA＝３０００００５０００ ＝６０．０［℃］

⑷ 金属容器を０℃から状態Aの６０．０℃まで加熱するのに必要な熱量を Q４として，
Q４＝５００×０．４０×（６０．０－０）＝１２０００J,
４００gの液体を０℃から状態Aの６０．０℃まで加熱するのに必要な熱量を Q５として，
Q５＝４００×４．０×（６０．０－０）＝９６０００J,
追加した８００gの液体を状態Aの６０．０℃まで加熱するのに必要な熱量を Q６として，
Q６＝８００×４．０×（６０．０－０）＝１９２０００J,
２０００gの鋼球を１２０℃まで加熱するのに必要な熱量を Q７として，
Q７＝２０００×０．５０×（１２０－０）＝１２００００J,
以上から，求める熱量 Q は
Q = Q４＋Q５＋Q６＋Q７＝１２０００＋９６０００＋１９２０００＋１２００００＝４２００００J
一方で，
金属容器を０℃から tB℃まで加熱するのに必要な熱量を Q４'として，
Q４'＝５００×０．４０×（tB－０）＝２００tBJ，
４００gの液体を０℃から tB℃まで加熱するのに必要な熱量を Q５'として，
Q５'＝４００×４．０×（tB－０）＝１６００tBJ，
追加した８００gの液体を tB℃まで加熱するのに必要な熱量を Q６'として，
Q６'＝８００×４．０×（tB－０）＝３２００tBJ，
２０００gの鋼球を tB℃まで加熱するのに必要な熱量を Q７'として，
Q７'＝２０００×０．５０×（tB－０）＝１０００tBJ，

以上から，求める熱量 Q 'は
Q '= Q４'＋Q５'＋Q６'＋Q７'＝（２００＋１６００＋３２００＋１０００）tB＝６０００tBJ
Q と Q 'が等しいので
４２００００＝６０００tB
tB＝７０．０［℃］

問３
⑴ 図から１．６［m］と読み取れる

⑵ V＝fλ
＝１５０×１．６＝２４０［m/s］

⑶ 次にできる定常波は腹の数が４個なので，この波の波長は１．２［m］となる。

⑷ ⑶より次にできる定常波の波長は１．２mなので

f＝v
λ
＝240１．２＝２００［Hz］

問４
⑴ 回路の合成抵抗Rは R＝６．０Ω＋８．０Ω＝１４．０［Ω］

⑵ 合成抵抗Rに流れる電流 Iは I＝V
R＝
１４．０V
１４．０Ω＝１．０A

よって、抵抗R１に流れる電流は１．０［A］である。

⑶ 抵抗R１の両端に生じる電位差V１は V１＝R１I＝６．０Ω×１．０A＝６．０［V］

⑷ 回路の合成抵抗Rは

R＝V
I＝
１４．０V
１．４A＝１０．０［Ω］

⑸ 合成抵抗Rから R１を引いた抵抗値は、R２と R３の並列回路の合成抵抗の値と等しいため

４．０Ω＝８．０Ω×R３
８．０Ω＋R３

と式を立てることができ
よって抵抗R３の抵抗値は R３＝８．０［Ω］

⑹ R２と R３の並列回路の両端の電位差Vは V＝１４．０V－６．０Ω×１．４A=５．６V
よって抵抗R２に流れる電流 Iは

I＝V
R＝
５．６V
８．０Ω＝０．７［A］

⑺ 抵抗R３に流れる電流 Iは

I＝V
R＝
５．６V
８．０Ω＝０．７［A］

配点
問１ ２５点

⑴ ７点 ⑵ ４点 ⑶ ４点 ⑷ ３点 ⑸ ２点
⑹ ５点

問２ ２５点
⑴ ８点 ⑵ ９点 ⑶ ６点 ⑷ ２点

問３ ２５点
⑴ ７点 ⑵ ８点 ⑶ ４点 ⑷ ６点

問４ ２５点
⑴ ６点 ⑵ ５点 ⑶ ３点 ⑷ ４点 ⑸ ３点
⑹ ２点 ⑺ ２点



一般選抜（学力試験２科目型入試 後期）（大学入学共通テスト併用型入試 ２期）

解答例
問１
⑴ 自動車の加速度を a とすると

a＝１２m/s－０m/s４．０s ＝３．０［m/s２］

⑵ ⑴から，点AB間は等速直線運動をしていることから，点Bにおける自動車の速さは
１２m/s である。点BC間では加速度－４．０m/s２で減速をしていることから，自動車が停
止するまでに要する時間を t とすると，
１２m/s－（４．０m/s２）×t＝０
より

t＝１２m/s４．０m/s２＝３．０［s］

⑶ 点 Bを通過してから点Cで静止するまでの距離を xBCとして，点BC間の加速度を
aBC，点Bにおける速度を vB，点Cにおける速度を vCとすると，
v２C－v２B＝２aBC xBC

となり，vB＝１２m/s，vC＝０m/s，aBC＝－４．０m/s２より，

xBC＝v２C－v２B

２aBC
＝ ０２－（１２m/s）２
２×（－４．０m/s２）＝

１４４
８ ＝１８［m］

⑷ 点OA間（０s～４s） ：点O（t＝０s）における速度が０m/s，点A（t＝４．０s）における速
度が１２m/s で，その間を一定の加速度３．０m/s で加速するので，
v－t グラフでは傾きが３の直線となる。

点AB間（４s～１９s）：点A（t＝４．０s）における速度が１２m/s で，そのまま一定の速度
で点Bまで移動している。すなわち，傾き０の直線となる。

点BC間（１９s～２２s）：点 B（t＝１９s）における速度が１２m/s，点 C（t＝２２s）における
速度が０m/s で，その間を一定の加速度－４．０m/s で減速するの
で，v－t グラフでは勾配が－４．０の直線となる。

問２

⑴ 金属球の比熱は ４０
１００＝０．４［J/（g・K）］

⑵ 金属球が得た熱量 ΔUは
ΔU＝４０×（８０－２０）＝２４００［J］

⑶ 基準温度を０℃として
２００×４．２×１０＋３００×０．４０×２０
＝２００×４．２×T＋３００×０．４０×T

T＝８４００＋２４００８４０＋１２０ ＝
１０８００
９６０ ＝１１．２５［℃］

⑷ 基準温度を０℃として
４０×８０＋２００×４．２×１０＋３００×０．４０×２０
＝４０×T＋２００×４．２×T＋３００×０．４０×T

T＝３２００＋８４００＋２４００４０＋８４０＋１２０ ＝１４０００１０００＝１４．０［℃］

問３
サイレンの振動数を f０，救急車の速さを v，音の速さを c とする。
⑴ このときの音の波長を λ０とすると，

λ０＝c
f０
＝３４０９６０＝０．３５４［m］

⑵ このときの音の振動数を f１とすると，

f１＝ c
c－v f０＝ ３４０

３４０－２０×９６０＝１０２０［Hz］

⑶ このときの音の振動数を f２とすると，

f２＝ c
c＋v f０＝ ３４０

３４０＋２０×９６０＝９０７［Hz］

⑷ 観測者の速さを v '，このときの音の振動数を f３とすると，

f３＝c＋v '
c＋v f０＝３４０＋３３４０＋２０×９６０＝９１５［Hz］

問４
⑴ 回路の合成抵抗 R は R＝１Ω＋１Ω＋１Ω＝３［Ω］

⑵ 電流計が示す電流の値 I は

I＝V
R＝
３V
３Ω＝１［A］

⑶ スイッチ Sを閉じた後の合成抵抗 R は

R＝２Ω×２Ω２Ω＋２Ω＋１Ω＝２［Ω］

⑷ このとき、電流計が示す電流の値 I は

I＝V
R＝
３V
２Ω＝１．５［A］

問１ ２５点
⑴ ７点 ⑵ ６点 ⑶ ６点 ⑷ ６点

問２ ２５点
⑴ ７点 ⑵ ６点 ⑶ ６点 ⑷ ６点

問３ ２５点
⑴ ７点 ⑵ ６点 ⑶ ６点 ⑷ ６点

問４ ２５点
⑴ ７点 ⑵ ６点 ⑶ ６点 ⑷ ６点


